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皿
.
基

本
権

理
論

の
た

め

の
推

論

1
.
基
本

権

の
防

御
的

(d
e
fen
siv
)

理
解

-U
構
成

的

(k
o
n
s
titu
tiv
)
理
解

2
.
右

二

つ
の
理
解

の
位
置

付

け
と
境

界

3

.
「制
度

的

」

(》
ビPの
けitu
tio
n
ell
)
幕

本
権

理
解

の
概

念

に

つ
い

て

皿
。
国
家

の
構
成
的
要
素
と
し

て
の
基
本
権

i

民
主
的
法
秩
序

の
必
須
物

1
.
国
家
の
構
成
的
要
素

2
.
基
本
権

の
再
構
成

の

憲
法
制
定
者

に
よ
る
も
の

励

連
邦
裁
判
所
に
よ
る
も
の

b)a)'
'
e)d)c)b)a)

3

dd)㏄)bb)aa)

六

六

(
142

)

(以

上
、

本

誌

一
七

〇
号

)

民
主
的

・
法
治
国
家
的
お
よ
び
連
邦
国
家
的
秩
序

の
必
須
物
の
番
人
と
し
て
の
連
邦
裁
判
所

不
文

の
基
本
権

の
肯
認

連
邦
憲
法
第
四
条
の
極
限
ま

で
の
援
用

連
邦
憲
法
の
不
文
の
基
本
権
と
連
邦
憲
法

,

権
利
実
現
の
過
程
に
お
け
る
基
本
権

の
機
能

=
二
条
の
い
う

「憲
法
上
の
権
利
」
の
概
念

経
済
的

H
政
治
的
領
域
に
お
け
る
立
法
の
事
前
形
成

立
法
の
正
式
の
手
続

個
別
事
案
毎
の
決
定

の
手
続

内
容
の
統
制

諸
々
の
手
続
段
階
の
相
関
的
作
用

4

少
数
者
の
保
護

5

ス
イ
ス
に
お
け
る
基
本
権
の
、

連
邦
国
家

の
統
合

経
済
制
度

の
保
障

第
、
.章

基
本
権

の
実
現

1
.
基
本
権
を
具
体
化
す
る
必
要
性

そ
の
他
の
特
殊
な
機
能

(以
上

、
本

誌

一
七

一
号
)

(以

上
、

本
誌

一
七

二
号

)

[V　〕

一97一



∬
.
基

本
権

の
部

分

的
内

容

1
.
基
本

権

の
、

直
接

的
請

求

の
根
拠

と

な

る
内

容

2
.
プ

ロ
グ

ラ

ム
6
層

(p
r
o
g
ra
m
m
a
tis
ch
e
S
ch
ic
h
t
)

3
.
単
純

な

法
適

用

の
際

の
基
本

権

の
側
面

防
謹

的

(fla
n
k
ier
en
d
)

作
川

田
.
様

々
な
基

本
権

内
容

の
国

家
機

関

へ
の
配
分

(Z
u
o
r
d
n
u
n
g
)

1
.
課

題
-

適
切
な
機
関

の
決
定

2
.
立

法

者

3

.
執

政

(R
e
g
ie
ru
n
g
)

と
行
政

(
V
e
rw
a
ltu
n
g
)

4

判

個

付
説

.
権

限
あ

る
国

家
機

関

の
決
定

に
か

ん
す

る
事

例
と

し

て

の

ス
イ

ス
基
本

権
判

例

の
歴

史

W
.
基
本

権

に
も

と
つ

く
給

付
請

求
権

(L
e
ist
u
n
g
sa
n
sp
ru
ch
)
i

社
会
的
基

本

権

1
.
問

題

2
.
連
邦
裁
判
所
の
判
例

3
.
連
邦
裁
判
所
判
例
の
分
析

,
4

司
法

審
査

適

合
性

V
.
合

憲
解

釈

(V
er
fa
s
su
n
g
sk
o
n
fo
r
m
e
A
u
sleg
u
n
g
)

1
.
原

則

2
.
連
邦

裁

判
所

の
憲

法
裁

判
権

に
お

け

る
意
義

の

邦
法

令

に
対

す

る
抽
象

的
規

範
統

制

ゆ

邦

の
個

別
的

行
為

に
対

す

る
審
査

e}d)c}b}a

警
察

の
保
護
義
務

公
的
根
拠

の
援
用

給
付

の
性
格
を
も

っ
た
手
続
的
保
障

平
等
処
遇

の
命
令
に
淵
源
す
る
給
付
請
求
権

拘
留
法

(H
a
ftr
ec
h
t
)
に
お
け
る
給
付

〔判
定
〕
の
決
定
的
基
準

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
=

)

(以
上

、
本

誌

七
一
.一号

)

(以
上
、

本

誌

一
七

四
号

)

六
七

(
2
)

一46一



六

八

(
342

)

d

連
邦
法

律

の
合
憲

解

釈

(以
上

、

本
誌

.
七

五
号

)

付
説

.
適

用
事

案

に
お

け

る
連

邦

参
事

会
命

令

の
審
査

3
.
憲

法

に
適
合

す

る
裁
量

権

行
使

CE
r
m
e
ss
en
sa
u
sU
b
u
n
g
)

W
.
基
本

権

の
第

...者
効

力

1
.
問

題

2
.
第

.一者

効
力

説

の
論
拠

3

.
基

本
権

の
第

.二
者

効
力

の
原
則
的

承

認

の

学

説
と
憲

法

(D
o
k
tr
in
a
n
d
V
er
fa
ss
u
n
g
s
re
ch
t
)

ω

連

邦
裁

判
所

の
判

例

4

.
私

法

に
お
け

る
基

本
権

の
適

用
状

況

(A
n
w
en
d
u
n
g
s
m
o
d
a
litg
t)

の

直

接
的

第

'..者
効

力

か
間
接

的

第

"
'#W
効

力
か

(d
ir
e
k
te
O
d
e
r
in
d
irek
te
D
rittw
ir
k
u
n
g
)?

ゆ

区

別
す

べ
き

必
要

性

d

第

.一.者
効

力

理
論

と
基

本
権

の
部
分

的
内

容

(以

止
、

本
誌

一
七
六

号

)

第

三
章

基
本

権

の
妥
当

領
域

に

つ
い
て

ー
.
妥
当

領
域

の
決
定

1

。
方

法
論
的

注

記

2
.
人
的
妥
当
領
域
の
確
定

-

各
論

(以
上
、
本
誌

一
七
七
号
)

皿
.
基
本
権
制
約

の
問
題
と
の
関
連

第
四
章

基
本
権
の
制
約

1
.
注
律
上
の
根
拠

1
.
法
律
と
基
本
権

の
問
の
同

一
化
傾
向

(K
o
n
v
e
rg
en
z)
と
衝
突
(国
o
ロ
自
貯
け)

2
.
基
本
権
制
約
の
た
め
の
前
提
と
し
て
の
法
律

の

塞
本
権
制
約
の
際

の
法
律
の
位
置
付
*
`
(S
te
llen
w
e
rt)

(以
ヒ
、
本
誌

,
七
八
号
)

ω

法
律
上
の
根
拠

の
要
請

δ

個
別
事
例

一45一



囲
離

謙
鎌

b付
説
。
慣

習

法

の

法
律
止

の
根
拠
の
要
求
に
か
ん
す
る
連
邦
裁
判
所

の
そ
の
他
の
国
法
哉
判
の
基
本
権
関
係

CG
ru
n
d
re
ch
tsb
e
昌
g
e)

謝

代
表
の
原
則

(D
ele
g
a
tio
n
s
g
r
u
n
d
s
　
tz
e)

枷

連
邦
憲
法
第
四
条
の
分
野
に
お
け
る
合
法
性

の
原
理

(以
上
、
本
誌

一
七
九
号
)

ω

評

価

3
.
基
本
権
保
障
の
た
め
の
法
律

の
機
能

へ
の
期
待

d)c)b)Q)

法
律

へ
の
伝
統

的

な
期
待

平
等

に
処

遇

す
る

(g
leich
b
e
h
a
n
d
e
ln
d
)
法

律

の
{日
・田
保
障

機
能

の
損

傷

(<
o
ユ
扇

評)

個

別
事
例

毎

の
正
義

(E
in
ze
lfa
llg
er
ec
h
tig
k
eit
)

に
か

ん
す

る
法
律
的

規
律

の
不

可
能
性

決
定

の
正
確

さ

の
た
め

の
最
善

の
保

障

を
と

も
な

っ
た

手
続

n
.
公
共
の
利
益
と
比
例
原
則

1
.
基
本
問
題
1ー
利
益
衡
量

2
.
利
益
衡
鼠
の
方
法

3
.
公
共
の
利
益

の
決
定

'd)
c)b)a)

社
会
の
変
化
を
背
景
と
し
た
連
邦
裁
判
所
判
例
の
展
開

公
共
の
利
益
を
決
定
す
る
手
続
と
基
準

公
共

の
利
益
」
概
念
の
不
十
分
さ

妥
当
す
る
侵
害
利
益
の
質

の
審
査

4

比
例
原
則

ω

客
観
的
内
容

ゆ

行
政
法

に
お
け
る
比
例
原
則
の
部
分
内
容

の

居
本
権
侵
害

の
審
査
の
際
の
比
例
原
則

副

出
発
点
"
華
本
梅
の
保
護
領
域
の
関
係
性

(以
上
、
本
誌
本
号
)

X

II

 

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一

一
)

六
九

(
2
)



囲

基
本
権
の
比
例
原
則
審
査
の
特
殊
性

ω

人
的
関
係
の
顧
慰

禦

繕

雛

的
な
規
範
の
適
用
の
際
の
比
例
原
則
の
審
査

の

特
別
の
基
本
法
と
し
て
の
比
例
原
則
?

謝

連
邦
哉
判
所
の
判
例

励

基
本
権
の
時
宜
に
叶

っ
た
性
格
か
ら
出
る
疑
念

ω

一
般
的
比
例
原
則

の
原
理

に
よ
る
恣
意
禁
止

の
限
界
付
け

ω

付
言

"
人
格
的
白
由
と
の
関
係

a

m
.
核
心
的
内
容

1
.
核
心
的
内
容

の
保
障
の
機
能

ω

歴
史
的
視
点

ω

立
法

の
制
約

の

判
決

の
制
約

2
.
核

心
的
内
容

の
確
定

の

判
決

の
展
開
指
針

ω

核
心
的
内
容
の
確
定

に
つ
い
て
の
方
法

の

核
心
的
内
容
の
確
定

に
対
す
る
国
際
法

の
影
簿

の

肇

例

3
.
核
心
的
内
容
の
保
障
と
い
う
開
か
れ
た
問
題

第
五
章

基
本
権

の
競
合

1
.
序

論

H
,
競
合
問
題
解
決
の
不
可
避
性

1
.
基
本
権
の
多
様
な
機
能

2
.
基
本
権
の
多
様
な
制
約
可
能
性

七
4

C
N
)

一43一



3
.
時
効
の
適
用
を
受
け
ず
か

つ
不
可
譲

の
基
本
権

皿
.
課
題
11
紛
争

の
中
に
具
体
的

に
存
在
し
て
い
る
諸
利
益

の
分
析
と
評
価

1
.
具
体
的
な
紛
争
局
面
の
関
連
性

(R
elev
a
n
z
)

2
.
す
べ
て
の
関
連
あ
る
基
本
権
内
容

へ
の
顧
慮

W
.
と
く
に
連
邦
憲
法
第
四
条
の

・
他
の
墓
本
権
と
の
関
係

に
つ
い
て

第
六
章

人
権
の
同
際
法
的
保
障
と
そ
の
連
邦
憲
法
上

の
基
本
権
と
の
関
係

1
,
国
際
法

に
お
け
る
人
桶

1
.
国
際
的
次
元
で
の
人
権

の
法
典
化

2
.
国
際
法
的
人
権
保
障

の
固
有
性

皿
.
ス
イ

ス
に
お
け
る
国
際
法
的
人
権
保
障

の
妥
当
性

1
.
判
決

に
か
ん
し
て

2
.
立
法

に
か
ん
し
て

3
.
外
交
政
策

に
お
い
て

皿
.
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
欧
州
人
権
保
護
条
約

(E
M
R
K
)
の
問
の
関
係

1
.
欧
州
人
権
保
護
条
約

の
憲
法
水
準

2
.
欧
州
人
楢
保
護
条
約

の
保
障
と
連
邦
憲
法
の
基
本
権
と
の

.
致
?

3
.
連
邦
憲
法
と
欧
州
人
権
保
護
条
約
が
同
時
に
援
用
さ
れ
た
場
合

に
連
邦
裁
判
所
の
執
る
べ
き
措
置

付

録

事
項
索
引

刈

一42一
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七

一

(
742

)

面

評

価

114

基
本
権
侵
害
に
か
ん
す
る
ー

し
か
し
ま
た
基
本
権
実
現
の
た
め
の
国
家
的
給
付
に
か
ん
し
て
も
ー

法
律
上
の
根
拠
を
め
ぐ
る
判
例

 の
d
T1体

Q

(
G
e
s
a
m
ts
c
h
a
u
)

に

つ

い

て
は
、

今

日
、

多

く

の

問

題

が

未

解
決

の
ま

ま

で

あ

る
。

し

か

し

、

合

法

性

原

理

(ピ
①
の
巴
一-

t
a
t
s
p
r
in
z
ip
)

に

か

ん
す

る
判

決

全
体

に
お

い

て
基

本

権

的
観

点

に
特

別

に
注
目

す

る
傾

向

も
、

明
白

に
見

ら

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

し

か

し
な

が
ら

、
法

律
的

根

拠

の
問
題

に
か
ん

す

る
諸

種

の
u
統

線

(T
ra
d
itio
n
s
lin
ie
)

S
並
列

が

い
か

な
る
範

囲

で
法

律

的

根
拠

の
問
題

に

か
ん

し

て
正
当

化

さ
れ

う

る
か

は
、

な

お

ほ
と

ん

ど
解

明
さ

れ

て

い
な

い
。

今

日

の
判
例

の
馬

鹿
馬

鹿

し

さ

CU
n
g
e
r
e
im
th
e
it)

は
、

多

様

な
伝

統
線

の
も

つ
ま

こ
と

に
不

完
全

で
相

反
す

る
決

定

(
>
b
s
tin
P
m
u
n
gq
)

の
結
果

な

の
で

あ
ろ
う

。

民

主
主

義
、

社
会

国

家

お
よ

び
基

本

権
保
障

の
間

の
今

日
的

な
緊

張

の
場

(
S
p
a
n
n
u
n
g
s
fe
ld
)

に
お
け

る
法

律

の
機

能

を
新

た

に
規
定

し

よ
う
と

す

る
、
連

邦

裁

判
所

の
明

瞭

な
探

求

は
、

歓
迎

さ
れ

る

も

の

で
あ

る
。

こ
う

し

た
問
題

に
、

以
下

、

よ
り

詳
細

に
立
ち

入

る

こ
と

に
し
よ

う
。

一41一
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の

法
律
へ
の
伝
統
的
な
期
待

伝
統

的

な
理

論

に
よ

れ
ば

、
民

主

主
義
的

に
正
当

化
さ

れ
た

立
法

手

続

は
国
家

的
強

制
と

社
会

的
自

由

と

の
間

の
境

界
線

を
最

も
確
実

に

設
定

す

る

こ
と

を
知

っ
て

い
る
と

い
う
観

念

、

ま
た

、

立
法

は

可

及
的

に
自
由

を
尊
重

ia
K
a

(fr
e
ih
e
it
s
sc
h
o
n
e
n
d
)

境

界

設
定

の
た

め



の
最

も

洗

練

さ

れ

た

乎

続

で

あ

る

と

い
う

観

な,心
か

優

越

し

て

い
る

民

i

i

義

的

な

思

考

を

度

外

視

す

る

な

ら
、

.
般

的

・
抽

象

的

規

範

と

し

て

の

法

規

馴{(,(・ゴ
丁

釜

一
N

は

、

白

山

ω
制

約

に

お

け

る

.弔

等

と

権

利

の
確

保

と

を

最

た

隈

保

障

す

る

二

と

を

可

能

に

す

る

も

の

で

あ

る

と

の
確

信

か

之

配

的

て

あ

る

、

と

い
え

る

い

.半

軍
4.
に
処

遇

す

る

琶

('I('三

[(ナ
三
一(一(三
三

㌔
法

律

の
自

由

保

障

機

能

の
損

傷

二

,三
・三
z
二

国

家

に
対

し

て

多

か

れ
少

な

か

れ

閉

し

ら

れ

た

形

で

{
端
7

・三

・7
z
・三

対

」硫
し

て

い

た

均

質

ω

二
三
ヨ

皇̂

=

経

済

祉

会

の
従

前

の

像

は

、

憲

法

判

例

に

か

ん

し

て

ち

崩

壊

し

て

い

"49

た

と

え

ば
、

国

の

経

済

の
促

進

、

研

究

・
芸

術

・の

促

進

、

個

ヤ

の
活

動

や

職

裳

部

門

へ

の

財

政

的

負

担

、

あ

る

い

は

技

術

的

大

規

模

フ

ロ

ジ

ェ
ク

ト

パ
こ
ご
z孟

三

;
匹
三

・の
た

め

の

許

認

.吋

ずr
続

な

ど

と

い

っ
た

国

家

的

規

制

か

、

個

別

の

類

別

化

三

岬.=
三

冒剛2
、llllr;
'

に

の

み

柑

応

す

る

も

の

て

あ

ろ

こ

と

は

、

ま

す

ま

す

明

瞭

に
な

っ

て

い

る

そ

れ

ゆ

え

、

法

律

に

含

ま

れ

て

い

る

特

別

の

・
基

本

権

を

保

障

す

る
内

容

は

そ

の

法

律

が

す

べ

て

の

人

に

.平

等

に

妥

当

す

る

場

合

に

認

め

ら

れ

る

と

の

伝

統

的

見

解

は

、

力

を

宍

,
、
し

て

い

る

.半

等

は

、

特

別

に

該

当

す

る

～
】三
N
=
.帥壬
、一二

三

[.三
.一.2
巳

基

奉

権

位

置

の
保

障

の
確

保

を

、

ま

す

ま

す

少

な

い

も

の

に

し

て

い
る

民

・r
i

義

的

過

稗

に

お

い

て
聴

問

を

創

造

す

る

こ
と

が

で

き

る

経

済

団

体

や

労

働

組

へ
口
の

よ

う

な

集

団

化

と

と

も

に

、

法

律

制

定

rr
続

に

お

い

て

ほ

と

ん

と

"間

接

接

へ
が

の
機

会

・
.ζ

≡

(
三
三

[(三
γ
二
三
=
{づ
・
を

δ
、r
受

し

な

い

と

こ

ろ

の
、

ま

さ

に

堪

有

権

的

に

最

も

亜

要

な

、
団

一ヱ
〔・亨
≒

」
も

存

在

し

て

い

る

つ
ま

り

、

こ

れ

ら

.
団

は

、

金

の

か

か

る

政

治

的

宣

伝

お

よ

び

活

動

を

と

お

し

て
多

数

者

を

獲

得

す

る

こ

と

を

阻

ま

れ

て

い

る

た

け

で

な

く

、

直

接

民

i

i

義

の
過

程

に

お

け

る

・日

己

の
少

数

者

と

し

て

の
地

位

を

実

効

的

に
d
、徹

さ

せ

る

べ

く

許

容

さ

れ

て

い

る

r

だ

て

を

講

す

る

た

め

の

販

売

力

一〕三
,質
三
=
三

坦

一三

二
。三
.

を

へ16
,
・
持

ち

合

わ

せ

て

も

い

な

い

の

で

あ

る

ヨ
ル

7

・

ヘ
ウ

ー-

・
.・、
ー
ラ

ー

ス

f

ス
構

叡

権

原

論

-

.

.
一

L

.、.

・
些

川



七

四

(
942

)

お

民

主

主
義

的
決

定

過

程

の

"要

石
"

と
し

て

の
多

数
決

は
、

質
的

な

(q
u
a
lita
tiv
)
少

数
者

の
関

心
事

(A
n
lie
g
e
n
)

を
基

本
権

の
命

ず

る
方

法

で
顧
慮

す

る

こ
と

に
ほ
と

ん
ど
適

し

て

い
な

い
。

そ

の
場

合
、

基
本

権
と

、

こ

の
基

本
権

に
よ

っ
て
機
能

上
秩

序

づ

け
ら

れ
た

憲

法

裁
判

権

と

が
担

う

も

の

は
、

調
整

的

正
義

(
a
u
sg
le
ich
en
d
e
G
e
r
e
c
h
t
ig
k
e
it
)

を
追

求

す

る
と

い
う
自

己

の
課
題

を
、

ま
さ

に
立

法

と
対

立

し

て

で
も

擁
護

す

る

こ
と

で
あ

る

δ

個
別

事
例

毎

の
正
義

(E
in
z
e
lfa
llg
e
re
ch
tig
k
e
it)

に
か
ん

す
る
法

律
的

規
律

の
不

可

能
性

最

良

6̀

(o
p
tim
a
l)

基
本

権
実

現

の
保
,,,
人

{G
a
r
a
n
t
)
と

し

て

の
法

律

は
、
他

の
観

点

か

ら
も
問

題

に
な

る
。
す

な

わ
ち
、

国

家

が

人
格

に
近

接

し

た

(p
e
r
s
t5n
lic
h
k
e
it
s
n
a
h
e
)

基
本

権
領

域

を
特

に
強
く

(言
9
鵠

才
)
侵

害

し

て

い
る
と

こ
ろ

で
は

ま
さ

に
、

一
般

的

・

抽
象

的
規

定

は
、

個
別

事
案

に
向

け
ら

れ
た

判
断

を
定

め

る

こ
と
が

で
き

な

い
、

と

い
う
問
題

が

そ
れ

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

を
明

瞭

に
示

す

事

案

は
、

連
邦

刑
法

六

、一一条

一
〇

項

で
あ
る

が
、

そ
こ

で
は
、
量

刑

と

い
う
刑
事

手
続

上

の
全

く
中

心
的

な

問
題

に

つ
い
て
、

裁
判

官

が

個

げ

別
事

案

に
お

い
て
顧
慮

す

べ
き
観

点

に

つ
い

て
の

一
個

の
力
タ

ロ
グ

が
参

照
さ

れ

て
い

る
。

〔
こ
れ

に
反

し

て
、
〕

こ
れ

ら

の
基

準

が
、

規

則

ヘ

へ

の
段

階

(V
e
r
o
r
d
n
u
n
g
s
s
t
u
fe
)

に

お
け

る
よ

り
大

き

な
権

利

確
保

、

予
見

可
能

性

お
よ

び
権

利

の
平
等

な
ど

の
諸
利

益

の
中

に
本

質

的

ヤ

も

に

よ
り

具
体

化
さ

れ
う

る
も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と

は
、

ほ
と

ん
ど
考

え

ら
れ

な

い

こ
と

で
あ

る
。

こ
れ

に
か

ん
す

る
標

準
的

な
観
点

か

ら
す

る

と
、

た
と

え
ば
次

の
よ

う
な
事
柄

は
極

め

て
問

題

が
多

い
も

の
で
あ

る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

す
な

わ

ち
、
集

会

に
か

ん
す

る
法
律

に
よ

っ
て
な
さ

れ
る
と

こ
ろ

の
、
表

現

の
自

由

と
公

の
秩

序

と

の
間

の
不
可

欠

の
価
値

衡
量

が
、

路

上

に
お

け

る
自

発
的

な

(
s
p
o
n
t
a
n
)
意

思
表

明

の
可
能
性

を
封

じ

て
は
な

ら

な
い
と

い
う

基
本

権

上

の
要

請
を

も

な

い
が
し

ろ

に
す

る

こ
と

な
く
、

事

前

に
定

め
ら

れ
ま

た

一
般

的

・
抽

象
的

形
式

で
定

立

さ
れ

う

る

の
は

い
か

な

る
範
囲

に
お

い

て
で
あ

る
か
、

と

い

っ
た
問
題

で
あ

ねる

。
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w

右

の

よ

う

な

基

本

権

特

有

の

(g
r
u
n
d
r
e
ch
t
s
s
p
e
z
ifis
ch
)

要

請

は

、

i

た

と

え

ば

委

ｵ
'原

則

(D
e
le
g
a
tia
n
s
g
ru
n
d
s
a
t
z
)

4

野

に
お
け

る

ー

連

邦
裁

判

所
判
例

の
細
分

化

(D
iffe
r
e
n
z
ie
r
u
n
g
)

へ
と

ま
す

ま
す
導

か
れ

ざ

る
を

え
な

い

の

で
あ

る
。

の
分

の

決
定
の
正
確
さ
の
た
め
の
最
善
の
保
障
を
と
も
な
っ
た
手
続

(11$1

ア
メ
リ
カ
の
憲
法
思
想
に
あ
っ
て
は
、
最
上
の
基
本
権
保
障
は
必
ず
し
も
形
式
的
意
味
の
法
律
の
中
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
、
つ
ま
り

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

「
法
律

の
適

正
な
手

続

J

(《
d
u
e
p
ro
ce
s
s
of
la
w
s
)

が

要
求

さ
れ

る

の

で
あ

る
、

と

の
思
考

が
確

固
と

し

て
生

き

て

い
た
。

基
本

権
侵
害

が

な
さ

れ

る
際

に
要
求

さ
れ

る
手

続

は
、

い
か

な

る
基

本

権
制

約
も

何

よ
り
当

事

者

(
B
e
t
r
o
ffe
n
e
n
)

へ
の
公

正

な
聴

問

(〉
目
ま

「
口
昌
σq
)

な

し

に
は
な

さ
れ

て

は
な

ら
な

い
と

い
う
要

請
を

、
中

心
的

な
事

柄

と
し

て
含

ん

で
い
る
。

い
か

に
、

か

つ
い
ず
れ

の
機
関

に
よ

っ
て
右

の

聴

問

が

な

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

か

は

、

固

有

の
生

活

領

域

{s
p
ez
if
is
c
h
e
r
L
e
b
e
n
s
b
e
r
eic
h
)

毎

に

、

ま

た

国

家

的

規

律

(s
t
a
a
tlich
e
R
e
g
u
lie
r
u
n
g
)

6
目
的

毎

に
、
そ
し

て
、
当
事
者

の
活
動

分

野

の
総

体

(K
o
m
p
le
x
ita
t
d
e
s
K
r
e
is
e
s
d
e
r
B
et
r
o
ffe
n
e
n
)

ね

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

毎

に
判

断

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ

る

。

ロ
ー

レ

ン

ス

・
H

・
ト

　r
イ

h

(L
A
trR
国
N
C
E

H
.
T
R
IB
E
)

は

、

構

造

的

デ

ュ
ー

・
プ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヨ

ヤ

ロ

セ

ス

・
-lr
ブ

・

　
‐

(s
t
r
u
ctu
r
a
l
d
u
e
p
r
o
ce
s
s
o
f
la
w
)

6
要

請

す

る
と

こ

ろ

に
も

と

つ

い

て

、

次

の

こ

と

を

明

ら

か

に

し

て

い

る

。

1

基

本

権
制

約

を
規

定

す

る

に
は
、

何

よ

り
も
、

当

事
者

の
適

切

な
参
加

の
保

障
、

価
値

衡

ほ

の
十

分

な
準

備

(S
o
r
g
f
a
lt)

お

よ
び

 個

別
的

な
正
義

{in
d
iv
id
u
a
lis
ie
r
e
n
d
e
G
e
re
ch
t
ig
k
e
it
)

を
、

あ
ら

ゆ

る
状

況
を

考
慮

す

る

に
あ
た

っ
て
呈

示

す

る

よ
う

な

手
続

と
機

関

を
、

憲
法

に
よ

っ
て
確
定

し

て
お

く

べ
き

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

一38一

 

今

日
、

と
り
わ
け
経
済
行
政

の
分
野

で
見

ら
れ
る
も

の
は
、

法
律
制
定
者

は
、

ま
た
命
令
定
立
者
も
、
素
材

(M

a
t
e
r
ie
)

の
複

合
性
と
個
別
の

事
案

の
中

に
す

っ
か
り
考
慮

し
尽
く
さ
れ

て
い
る
は
ず
の

(
げ
e
w
旺
tigq
en
d
)
事
実
関
係

の
予
見
不
可
能

性

に
直
面

し
た
場

合
、
必

ず
し
も
常

に
、

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

:

・・
ユ
ラ

ー

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
.

こ

七

五

(
052
)



七

六

(
152
)

正
確

な
規
定

を
設
け

う
る
状
況

に
在

る
わ
け
で
は
な

い
。
極
め

て
特
殊
な
素
材
と

か
か
わ

っ
た
際

に
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、

執
行
機

関
が
判
断
根

拠

を

ー

お
び
た
だ
し

い
数

に
の
ぼ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
の
が
常

で
あ
る
と

こ
ろ
の

1

当
事
者
と

の
直
接

の
接
触

に
お

い
て
手

に
入
れ

る

こ
と
が
、
完
全

に
必
要
と
な
る

の
で
あ
る
。

皿
.
公
共
の
利
益
と
比
例
原
則
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1
.
基
本

問
題

11
利
益

衡
量

基
本

権

の
実

;
S

(p
r
a
k
t
is
ch
)
実

現

に

つ
い
て

の
中

心

問
題

は
、

こ

の
実
現

が

具
体

的

な

ケ
ー

ス

に
お

い

て
憲

法

の
他

の
目
的

設
定

と
接

触

し
う

る
、
と

い
う

と

こ
ろ

に
あ
る
。

こ
う

し
た

"対
向
的

"

(
四
〇
σq
O
5
一陣
口
{
幽σq
)
地
位

は
、

特
別

の
国
家

的

課
題

(た

と

え
ば
、

警
察

、

めね
り

お

国

防
、

地
域

計
画

、
初

等
教

育

な
ど

)

か
ら
、

他
者

の
基

本
権

や

そ
の
他

の
権

利

か

ら
も
生

ず

る
。

常

に
問

題

な

の
は
、

区

々

の
地
位

の
も

つ
意

味

を

、

正
当

に
考

慮

し

た

均
衡

(A
u
s
g
le
ic
h
)

を
価

値
判

断

を
追

求

す

る
衡

量

(w
e
r
te
n
d
e
A
b
w
魑
g
u
n
g
)

を

と

お

し

て
見

出
す

こ
と

で
あ

る
。

ロげ
り

右

の
よ

う
な
衡

量

は
、
i

先

に
述

べ
た
反

対

の
視
点

(G
e
g
e
n
g
e
s
ic
h
ts
p
u
n
k
t
)

に
も

か
か
わ

ら

ず

1

第

一
義

的

に
立

法

〔者

〕

の
任
務
で
あ
る
。
立
法
の
手
続
に
お
い
て
、
当
該
利
益
の
多
数
は
、
可
及
的
に
広
範
な
範
囲
で
通
用
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
り
、
ま
た
均

衡
に
導
か
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
法
律
上
の
根
拠
は
、
通
例
、
す
べ
て
の
基
本
権
制
約
の
不
可
欠
の
前
提
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

ま
さ
に
、
相
当
に
広
範
な
基
礎
の
止
に
成
立
し
て
い
る
手
続
が
他
に
な
い
と
き
に
は
意
見
を
異
に
し
た
位
置
が
現
実
化
す
る
し
、
ま
た
相
互

に
対
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
な
基
本
権
制
約
の
た
め
に
は
常
に
不
可
欠
と
さ
れ
る

・
個
人
の
公
的
利
益
と
比
例
性

(<
①旨
旺
言
甲

m
諸
sig
k
eit)
は
、
憲
法
適
合
的
な
法
律
の
中
に
前
以
て
構
造
化
さ
れ
て
い
る
べ
き
、
基
本
権
利
益
と
対
向
的
な
国
家
任
務
と
の
衡
量
を
、

120
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個

別
事

案

に

か
ん
す

る
右

の
観

察

の
際

に
、

引
き

つ
づ
き

行
な

う

の

で
あ

る
。

こ
う
し

た
法

律

レ
ベ

ル

は
ま
た
は
個

別
事

案

で

の
衡

量

の
領
域

に
お

い

て
は
、
基

本
権

の
位

置

は
、

他

の
目

的
設
定

が
基
本

権

の
行

使

よ

り
も

具
体

的

に

一
層

重
要

性

を
有
し

て

い
る
場
合

に
限

っ
て
、

後
退

す

る

(w
e
ic
h
e
n
)

こ
と

に
な
る
。

刑
事
訴
追

(S
tr
a
fv
er
fo
lg
u
n
g
)
と
人
格

的
自
由

(P
e
r
s
O
n
lich
e
F
r
e
ih
eit
)
と

の
衡
量

の
際

に
は
、
連

邦
裁

判
所

に
は
、
次

の
問
題
が
提
立

さ
れ
る
。

す
な

わ
ち
、
当

事
者

に
泥
酔
を
惹
き
起

こ
し
た
事

故

に
関
連
す

る
責
任

能
力

(S
ch
u
id
f　
.h
ig
k
eit)

を
解

明
す
る
た
め

に
、

捜
索
当
局

x

は
、
人
を
、

ア
ル

コ
ー
ル
で
酔

っ
た
状
態
に
す
る

こ
と
が
許

さ
れ
る
か
、
と

い
う
問
題

で
あ
る
。

今
日

の
典
型
的

な
紛
争
状

況
は
、
財
産
所
有
者
の
利
益
と
国
家
共

'a
体

(G
e
na
ein
w
e
s
en
)

Q
社
会
政
策

的
任

務
と

の
間

に
存
在
し
て
い
る
。
右

の
状

況
が
呈

示
さ
れ

る

の
は
、

た
と
え
ば
、
建

造
物

の
自
由

な
使
用
と
処

分

に

つ
い
て
の
家
屋
所

有
者

の
利
益

が
費

用
上
有
利
な

(ぎ

。゚
言
昌
σq
β
・

の

n
st
ig
)
居
住
空

間
を
手

に
入
れ
、
ま
た
創
出
す
る

こ
と

に
対
立
す
る

(g
eg
e
n
tib
e
rt
r
et
en
)
場
合

で
あ
る
。

近
年
、

と
り
わ
け
現
実
化
し

て
い
る
も
の
は
、
公
共

の
土
地

の
使

用
の
際

の
基
本
権

問
題

で
あ

る
。

と
く

に
、
た
と

え
ば
、
ビ
ラ
配
布
、
署
名
収

集
、
路

上
演
技
、
あ

る
い
は
示
威

行
進

な
ど
の
実

施
と

い

っ
た
基
本
権
事

項

(G
r
u
n
d
r
ec
h
t
sa
n
lie
g
en
)
と
、

自
由

な
公
的

・
私
的
交
通

の
も

つ

う
ぬ

　

対
抗
的

利
益

と

の
衡
量
、
が
そ
れ
に
該

る
。
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2
,
利

益
衡

量

の
方
法

121)

ヘ

ヘ

へ

ち

ヘ

へ

の

個

別

の
事

例

に
お
け

る
利

益
衡
量

に

つ
い

て
の
、

既

に
述

べ
た

課
題

は
、

教

義
的

(d
o
g
m
a
t
is
c
h
)

に

い
え

ば
、

優
越

的
な

公
共

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ゆ

ロ

の
利
益

の
要
t
III
、

も
し
く

は
比

例
性

の
審
査

の
い
ず
れ

か
と

関
係

づ

け
ら
れ

る
も

の
で
あ
る
。

ヘ

へ

 
ω

判

例

(R
e
ch
tsp
r
ec
h
u
n
g
)

は
、
優

越
的

な

公
共

の
利
益

の
要
請

の
た
め

の
、

ま

た
は

比
例

性

原
則

の

た
め

の
不

可
避

の
比

較
衡

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一

一
)

七

七

(
2
)



七

八

(
m52

)

量

.,,
題

(A
b
w
倖
g
u
n
g
s
a
u
f
g
a
b
e
)

を

い

か

に
整

序

す

る

か

と

い

う

点

で

、

統

一
さ

れ

て

い

な

い
。

公
共

の
利
益

が
前
景

に
存

在
す

る
と
さ
れ

る
の
は
、

た
と

え
ば
、
次

の
よ
う
な
場

合

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

上

地
景
観
保
#

(L
a
n
d
s
c
h
a
fts
-

s
ch
u
tz
)

6
関
心
事

(
A
n
lie
g
e
n
)

が
当
該

の
土
地
所
有
者

の
私
的

利
益
と
衡
量
さ

れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
場
合

で
あ
り

、

そ
れ
は
、
オ
ー

バ

ー

エ
ン
ガ
デ

ィ
ン
湖
景
観

(
O
b
e
r
en
g
a
d
in
e
r
S
e
en
la
n
d
s
c
h
a
ft
)

〔訴
訟

の
〕

判
決

の
中

N
範
例
的

'

(ex
e
m
p
la
ris
ch
)

明
示
さ
れ

て
い
る
。

ヨ
ー

ロ
ヅ
パ
的
意

味

で
の
景
観

の
維

持
は
、

自
己

の
土
地

が
建
築
地

域

か
ら
除
外

さ

れ
た
私

人

の
有

す
る

・
制
限

さ
れ

る

こ
と

の
な

い
使
用

権

ハ
ぷ

り

(N
u
tz
u
n
g
sre
c
h
t
)

よ
り
も
、

よ
り
高

い
価
値

が
認

め
ら
れ
る

べ
き

で
あ
る
と
、

こ
の
判
決
は
述

べ
て
い
る
。

こ
れ

に
対
し

て
、

連
邦
裁
判
所
は
、

た
と
え
ば
、
建
築

許
可
を
受
け

る
こ
と

な
く
建

て
ら
れ
た
建
物

の
取
り
壊

し
処

分

に
つ
い

て
そ
の
合
憲
性

を

審

査
す

る
と
い
う
場

合

に
、
比

例
性

審
査

(V
e
r
h
　
ltn
i°。
日
蕾
s
ig
k
e
itsp
r
t]fu
n
gq
)

の
領
域

に
お

い
て
利
益
衡

量

(O
暮
①
冨
げ
妻
餌
の
ロ
昌
σq
)
を
行
な

う

こ
と

に
な

る
。
連
邦

裁
判
所
が
審
査
す

る
の
は
、
手
段

(
取
り
壊
し
)
が

〔当
該
処

分
が
〕
努
力
し

て
達
成

し
よ
う
と
し
た
目

的

(
合
法
的
状
況

の
回
復
)
と
合
理
的

な
関
係

に
あ

る
か
否

か
、
何

が
そ
こ
で
否
定

さ
れ
た

の
か
、

い

つ
建
物

は
実
質
的
な
建
築
命
令

に
違

反
し
な
く

な
る
の
か
、

の

諸

点

で
あ
る
。

一35一

そ
れ

ゆ
え
、

連

邦

裁
判

所

は
、

利
益

衡
量

を
、

必
ず

し

も
同

一
の
地

点

(
O
昌
)

で
行

な

っ
て

い
る
わ

け

で
は

な

い
。

こ
う
し

た
不
統

一

　

　

マ

テ

ご

性

は

、

確

実

に
、

実

務

的

な

根

拠

を

も

有

し

て

い
る

。

す

な

わ

ち

、

或

る

場

合

に

は
、

ど
ち

ら

か

と

い

え

ば

、

侵

害

の
厳

し

さ

(H
　
r
t
e
)
、

そ
れ

ゆ
え

選
択

さ

れ

た
手

段
が

注
目

さ

れ
、

ま

た
他

の
場
合

に
は
、

む

し

K
i
'

主
張

-tv
れ

た

{
g
e
lt
e
n
d
g
e
m
a
ch
t
)

公
益

が

問

題

と
さ

れ

る
。

そ

れ
次
第

で

(je
n
a
c
h
d
e
m
)
、
比

例

性

の
観

点

ま
た

は
公
益

の
観
点

の
下

で
利
益

衡

量

を
行

な
う

と

い
う
考

え

が
、
む

し

ろ
、

ど

う
し

て
も

思

い
浮

か
ん

で
く

る

の

で
あ

る
。

　

　

マ

テ

ィ

 
基
本

権

保
護

の
観

点

の
下

で
、

一
つ
ま

た

は
他

の
基

準

に
と

っ
て

の
教

義

的

な
分

類

{Z
u
o
r
d
n
u
n
g
)

と

し

て
極

め
て
決

定
的

な
意

圏



味

を
も

つ
も

の

は
、
推

量
さ

れ
た

憲

法
目

的

の
紛
争

に
お

け
る
調

整

〔基
準

〕

と

し

て

の
利

益
衡

量

が
、
全

般
的

(ρ
げ
o
島

㌍自
`
喜

)

に
自
覚

さ

れ
、

ま
た
遂

行

さ
れ

る

こ
と

で
あ

る
。

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

δ

優
越
的

な
公
益

{
u
b
e
r
w
ieg
e
n
d
e
s
ti
f
f
e
n
t
lic
h
e
n
I
n
t
e
re
ss
e
)

S
要

請

に

つ
い
て

の
利

益
衡

量

の
整
序

に
か

ん
し

て
は
、

し
か

し

ハミ

な
が
ら
、
次
の
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
1

す
な
わ
ち
、
こ
の
整
序
は
、
す
で
に
負
担
を
か
け
過
ぎ
て
い
る
比
例
性
の
概
念
を
こ
れ
以
上
は

こ
き
使

う

も

の
で
な
く

、

ま
た

そ
れ

を
、

正
当

な

(le
gq
it
im
)

侵
害

目
的

と

い
う

観
点

か

ら

の
手
段

の
適

切
性

(A
n
g
e
m
e
s
se
n
h
e
it)

6

へを

判

定

の
た

め

の
も

の
と

し

て
重

視

し
、

こ
れ
を

実
り
豊

か
な
も

の
に
す

る
、

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ

れ
ゆ

え
、

裁
判

官

は
、

こ
う

し

た
措

置

(V
o
r
g
e
h
e
n
)

を
執

る
際

に
、
最

初

の

一
歩

で
、

現

に
妥

当
し

て
い
る
公

的

な

関
心
事

が

侵

害

を
受

け

た
基
本

権
利

益

に
事
実

上
優

越

し

て

い
る
か
否

か
を

衡
量

し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。
比

例
原

則

の
分

野

で
は
、

選

択

さ

れ
た
侵

害

手

段

が
達
成

し

よ
う

と
す

る
目
的

に
適

合

し

て

い
る
か
否

か

が
、

従
来

よ
り

審
査

さ
れ

る

こ
と

と
な

っ
て

い
る
。

人

の
疾
病

に
対
す

る
強
制
的
予
防
接

種

は
、
身
体

の
不
Ia
侵

(
K
tSrp
er
lic
h
e
U
n
v
e
rs
e
h
rt
h
eit)

を
、

そ
れ
ゆ
え
人
格

の
自

由
を
侵
害

す
る

こ

と

に
な
る
。
右

の
強
制
的
予
防
接
種
が
疾

病
の
克

服

の
た
め
の
公
的
利
益
に
よ

っ
て
正
当
化
さ
れ

る
の
は
、
た
だ
、
こ
の
公
的

な
任

務

(A
u
fg
a
b
e
)

と
措
置
と

の
間

に
合
理
的
関
連
が
存
在

す
る
場
合
だ
け

で
あ

る
。

そ
れ
が
否
定

さ
れ
る

の
は
、
疾
病

の
大
規
模

な
現
出

の
危
険
が
全
く
存
在

し
な

い

場
合
、
疾
病
が
重
大

で
な
い
場
合
、
も

し
く
は
、
措
置
が

こ
の
疾
病
克
服

に
仕

え
る

こ
と
が
全
く
証
明
さ

れ
な
い

(
で
、

た
と
え
ば
研
究

目
的

の
た

め
だ
け

で
遂
行
さ
れ
る
)
場
合
で
あ
る
。

右

の
諸
条
件

が
充

足
さ
れ
た
場
合
、

〔当
該
〕
侵
害

行
為
が
、
肯
認

さ
れ
た
優
越
的
公
共

の
利
益
が

こ
う
し

た
侵
害

行
為

に
浸
透

す

る
に
は
至
ら

闘

な

い
程
度

に
酷
し

い
も

の

(
た
と
え
ば
、

極
端

に
手
厳

し
い
も
の
、
あ

る
い
は
、
量
刑
を
加
重
す

る

〔四

p
二
〇
『o
口
巳

付

随
的
効
果

を
伴

っ
た
も

の
)

で
は
な

い
の
か
ど
う
か
が
、
比
例
原
則

の
領
域

で
審
査
さ
れ

る
状
態

に
置
か
れ

る
こ
と

に
な
る
。

一34一

 

ヨ

ル
ク

。
パ

ウ

ル

:
ミ

ュ
ラ

ー

『
ス

イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一

一
)

七
九

(
2
)



八
O

C
N
)

公

的
利

益

の
分
野

に
お
け

る
利
益

衡
量

の
実

施

は
、

現

に
妥

当

し

て

い
る
目

的

を
喩

越

し

て

い

る
か
、

な

い
し

は
そ

れ
を

導

き
抜

け

る

(v
o
r
b
e
if
iih
r
e
n
)

と

こ
ろ

の
基
本

権

に

よ

っ
て
制

限

さ

れ
た
秩

序

が
、

当
然

に
こ

の
目
的

に
よ

っ
て
正
当

化

さ
れ

え
な

い
、

と

い
う

こ
と

に
よ

っ
て
も
根

拠
づ

け

ら
れ
う

る
も

の

で
あ

る
。

そ

の
場

合

に
、

ま
さ

に
、

こ
の
侵

害

〔を

正
当

化
す

る

た
め
〕

の
挙

示

さ
れ

る

べ
き
公

益

が

欠

け

て
お
り
、

比

例
性

の
審
査

は
不

必
要

で
あ

る
。

都
市

の

'集
塊
:

(A
g
g
lo
m
e
r
a
tio
n
)

に
お

い
て
は
、
重

要
な
公
益

は
、
費

用
の
割
安
な
居
住

空
間

の
維
持

に

つ
い
て
の
み
存
在
し

て

い
る
。

差

異
を
設
け

る
こ
と
な
く
居
住
空
間

の
維
持
を
絶

対

に

(s
ch
lec
h
th
in
)
獲

得
し
よ
う

と
す

る
イ

ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
は
、

そ
れ

ゆ
え
、
何

ら
正
当

な

(le
g
itim
)
公
共

の
利
益
を
追
求
す

る
も
の

で
は
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
財
産
権
保
障

に
お
け

る
意
図
さ

れ
た
侵
害

は
、
既

に
右

の
理
由

か
ら
正
当

ホ

化
さ
れ

る
も

の
で
な
く
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
違
憲

で
あ
る
。
こ
う
し
た
措
置
を
す
る
際
、
比
例
性

の
審
査
の
た
め

の
い
か
な
る
余
地
も
残

っ
て
い
な
い
。

も

も

も

ヤ

へ

も

へ

こ
の
場

合
、
同
時

に
、
法

的
平
等

の
要
請

(R
e
ch
tsg
le
ic
h
h
e
itsg
e
b
o
t)
と

の
緊
密

な
関
連

が
明
ら

か
に
な
る
。
基
本

権
侵
害
は
、

そ
れ
が
設

定
さ
れ
許
容
さ
れ
た
目
的

の
達
成

の
た
め

に
不
可
欠

で
あ
る

こ
と
が
立

証
さ
れ
た
場
合
に

の
み
、
許
容
さ
れ

る

(d
iir
fe
n
so
w
e
it
g
e
h
e
n
)
。

つ
ま

り
、

そ
れ
は
、
も

は
や
、
-C
お
よ
び
事
態

(S
a
ch
v
e
r
h
a
lt)
を
無
条

件

に
必
要
不
可
欠

な
も

の
と

は
解

し
な

い
の
で
あ

る
。

ま
さ

に
、
基

本
権
侵

害

は
、
し

か
し
、
十

分

に
細
分
化
さ

れ
た

(α
凶h
fer
e
n
z
ie
r
t)
規
定

を
必
要
と
す
る

の
で
あ

り
、

そ
の
こ
と
は
、
同
等

の
事
実
関
係
だ
け

が
同
等

に

扱
わ
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
上
掲

の
連
邦
裁
判
所
判
決

に
お
い
て
は
、

そ
れ
に

つ
い

て
は
次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

「
そ
の
維
持

に

つ
い
て

い
か
な
る
公
共

の
利
益

も
見
出
せ
な

い
よ
う
な
住
居

の
購

Ĉ

(E
in
h
e
z
u
g
)

は
、
法
令

の
目
的
と

い
う
観
点

か
ら
し

て
、

同
等

で
な

い
者

(¢
コ
σq
le
ic
h
en
)

6
同
等

取
扱

い
を
意
味
す

る
。
」
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付
説

(E
x
h
u
r
s)

こ
こ
で
提
唱
し
た
方
法
と

同
様

の
も

の
と
し

て
、

ア
メ
リ
カ
の
最
高
裁
判
所
は
、

現

に
妥
当
す

る

(
σq
O
M
e
n
d
gq
em
a
c
h
け)
公
共
目
的
と

具
体
的

伽



な
基
本
権
制

約
と

の
間
の

「
真

の
、

な

い
し
実
質
的

な
関
'a

J

C≪
a
re
a
l
o
r
s
u
b
s
tan

t
ia
l
r
e
la
tio
n
》
)
を
要
求

し

て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え

に
、
基

本
権

が
侵
害

さ
れ
る

の
は
、
提

唱
に
か
か

る
措
置
が
現

に
妥
当

す
る
公
共

の
福
祉

CG
em
e
in
w
o
h
l)

?
仕
え

る
こ
と
と
全
く
適
合
し
な

い
場
合

で

れ

あ

る
。

リ
ー
デ

ィ

ン
グ

・
ケ
ー

ス
で
あ

る
ネ

ビ
ア
対

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
件

(Z
o
喜

ド

ぐ
.
N
e
w

Y
o
rk
)

に
お

い
て
、

〔合
衆
国
〕
最

高
裁
判
所
は
、

こ
う

し
た
思
考
に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

「
制
定
さ

れ
た
法

律
が
適
切

な
法

目
的

と

の
間

で
合
理

的
な
関
係

を
有
し
て
い
る
場

ヂ

コ

　

　
プ

ロ

ゼ

ス

ゐ

合

に
…
…
、
適

正
手

続

の
要
請
は
充
足
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
」
と
。

原

註

(
41
)

判
例

の
論

理
的

関

連
性

の
:°S
如

(feh
len
d
e
K
o
h
　
re
n
z
)

に
か

ん

し

N
は
'

す

N
に

.7
A
I,A
D
IIV,
G
ru
n
d
re
c
h
te

(A
I]Xri
°
15
),
S
.
36
7
f
f

が
指
摘

し

て

い
る

(
42
)

そ
れ

ゆ
え

驚

か

ざ

る
を

え

な

い
の

は
、

B
G
E

10
5
Ia

1°。
°。
が

、

情

報

の
白

由

の
制

限

に

つ

い
て

は
、

連

邦

憲

法

に

も
と

づ
き
、

実
体

的

(m
a
ter
ie
l])
意

味

の
法

律

で
十

分

で
あ
る
と

の
見

解

を
、

全

く
確

か

に
保
持

し

て

い
る

こ
と

で
あ
る
。

Ud
O
国

」
ミ

鼠

。゚
°。
零

は
、

む
し

ろ
、
政

庁

の
指

cT
r

(re
g
ie
ru
n
g
s轟

tlicげ
e
R
ich
tlin
ie
n
)

を
法

律

的
原

則

と
し

て

適
用

し

て

い

る

(
こ

れ
を

批

判

す

る
も

の

に
'

Z
B
J
V

1
98
0
,
S
.

2
4
0
f
)
°

K
A
U
F
M
≧
vN
,
a
.
a
.
0
.
(A
n
m
.
15
)
,
S
.
1°。
O
は
、

こ
の
、

註
釈

を

付
し

た
判

例

を
、

わ
ず

か
な
介

入

(国
宣

oq
二
庸
)
が

問

題

に
な
る

〔
に
と

ど
ま

る
〕

も

の
と

し

て
、

正
当

化

し

て
い
る
。

(
　
)

W

T
TIE
R
,
s
,
a
.
O
.
(A
n
m
°
O
)

に
よ

る
伝

統
的

教

義

(L
eh
rm
e
in
u
n
g
)

に
か

ん

す
る
概

観
。

0
8

国
o
]≦
営

嵩

㌍

H5
げ
巴
酋
`
5
α
喝
o
弓目
05

d
er
R
e
ch
tse
tzu
n
g
a
ls
P
ro
b
le
m

d
er
d
em
o
k
r
a
tis
ch
en

K
o
m
p
ete
n
z
o
rd
n
u
n
g
,
B
a
sel
a
n
d
S
tu
t
tg
a
r
t
19
7
9
,
S
.
7
3
f
も

参
照

せ
よ

法

律

の

こ
う

し
た
機

能

の
制

度
内

在
的

(sy
s
te
m
itYuB
巴

o暮

)

限
界

は
、

た

と

え
ば
、

議
会

の
慢
性

的

(c
h
r
o
n
is
ch
)

な
過

剰
負

担

の
中

に
存

し

て

い

る

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

多

く

の

文

献

の

代

表

と

し

て
、

見

よ

'

K
u
R
T

E
IC
H
E
PfB
E
R.G
E
R
,
D
ie

P
r
o
b
le
m
a
tik

d
er

p
a
r
la
m
en
ta
r
is
ch
e
n
K
o
n
to
r
o
lle
im

V
e
rw
a
ltu
a
g
s
sta
a
t
,
je
tzt
in
:
D
er
S
ta
a
t
d
er
G
eg
en
w
a
rt
,
B
a
s
e
l
a
n
d
F
r
an
k
fu
r
t
a
m

M
a
in

ヨ
ル

ク

・
パ

ウ

ル

・
ミ

ュ
ラ

i

『
ス
イ

ス
基

本

権

原

論

』

(
一

一
)

:

1

C
郷
)
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八

.

(
752

)

一〇
°。
ρ

oo
°
4
15
f
f;
E
IC
H
E
N
B
ER
G
E
R
は

、

次

の
議

会

の
三

つ
の

"k

足

,

(N
o
t)

に

つ
い

て

,
日

瞭

然

の
形

で
語

っ
て

い

る
。

時

間

の
不

足

(Z
e
itn
o
t)
、

専

門
知

識

の
不

足

、
評

価

の
不

足

が

そ
れ

で
あ

る

(四

。
.
一
.頁

)

と
く

に
、

情
報

の
欠

如

に

つ
い

て
は
、

W

IL
L
I
E
G
L
O
F
F
-
D
ie

In
fo
rm
a
tio
n
s
la
g
e
d
es
P
a
r
la
m
e
n
t
°
D
is
s.
Z
u
r
ich
1
9
74
°

(
44

)

一
般

的

・
抽

象

的

規

定

と

法

的

平

等

と

の
関

係

に

つ

い

て
す

で

に
出

さ

れ

て

い
る

批

判

と

し

て
、

B
E
A
T
R
IC
E
W

E
B
E
R

D
LJR
L
ER
,
D
ie

R
ec
h
ts
g
le
ich
h
eit

in

ih
re
r

B
ed
e
u
t
u
n
g

fi
r

d
ie

R
e
ch
tss
et
zu
n
g
,
B
e
rn

19
73
°
しo
°
蔭
O

霧

お

よ

び

O
工
卍
・゚冒
>
2

00
↓
〉
"
O
界

U
霞

G
es
etz
es
b
eg
r
iff
d
es
G
ru
n
d
g
ese
tz
es
,
B
a
d
en
-B
a
d
e
n

19
70
,
S
°
19
5
ff
;
さ

ら

に
、

0
9
凋目

劉

P

P

ρ

(A
n
m
.
9
)
の
訳
自・
眉
」

ω
゜
に
は
、

よ
り
広

範

な
註

釈
が

あ

る

ま
た

、
S
A
L
A
n
IN
,
G
r
u
n
d
re
ch
te
(A
n
m

.
15
)
,
S
°
器
O
噛
は
、
合

理
性

と
法

的
安

定

性

は
排

他

的

に
法

律

に
よ

っ

て
擁
護

さ
れ

る
も

の

で
は

な

い
こ
と

を
強

調
し

て
い
る

個
別

の
法
律

に
か

ん
す

る
特

別
な
問

題

に

つ
い
て
は
、
参

照
'

G
.
M
['L.I,E
R
,
a
.
a
.
0
.
(A
n
m
.
4
3
)
°
S
.
9
6
ff.

(
45
)

私

は
、
多

数
者

の
決

定

に
応

じ

る
と

い
う
関

心
事

を
実
効

的

に
通

知

す

る
状
況

に
は
、
何

ら
か

の
理

山

で
置

か
れ

て

い
な

い
団

体

を
、
性

質
止

の
少
数
者

と
見

て
い
る
。

歴
史

は
、
数

量

h

の
多

数
者

で
あ

る
が
性

質
上

は

少
数

者

で
あ

る

も

の
の
例
を
供

給

し

て
い
る

(
つ
ま
り

、
た

と

え
ば
、

人

種

〔差

別
〕

制
度

の
下

で

の
黒

人
)
。

　　
)

J
O
R
G
P
A
U
L
M
rn
,L
E
R
,
D
ie
V
er
fa
ss
u
n
g
s
g
e
rich
ts
b
a
r
k
e
it
im

G
ef
U
g
e
d
er
S
ta
a
tsfu
n
k
u
tio
n
e
n
,
V
V
D
S
tR
L

3
9
B
er
li
n
/
N
e
w

Y
o
r
k
19
8
1
,
S
.
8
2
ff
,
9
2
ff.
民

主
セ
義

的
決

定

の
過
程

に

お
け

る

b
a
r
g
a
in
in
g
p
o
w
er

b
意

味

に

つ
い

て
は
、
L
E
O
IYH
A
R
D
N
E
ID
IIA
R
T
,

P
le
b
is
zit
a
n
d
p
lu
r
a
r
it　
r
e
D
e
m
o
k
ra
tie
,
B
er
n
19
7
0
.

(
47
)

す

で

に
、

債

務

刑

法

(警

言

蜀
-
oo
ξ
巴

冨
o暮

)

(成

功

〔報

酬

の
〕

刑

法

(E
rfo
lg
s-
S
t
ra
fr
ech
t)

で
は
な

く

)

に

か
ん

す

る
基

本

的
決

定

は
、

不
可

避
的

に
、
個

別

の

ケ

ー
ス

に
お

い

て
、

妥

当
す

る
刑

罰

が
厳

格

に
定

め

ら
れ

る
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

ス
イ

ス

刑
法

典

は
、

裁
判

官

に
、
過

失

を
認

定

す
る
際

に
、

動

機
、

前
歴

お
よ

び
個

人
的

関
係

を
顧

慮

す

べ
き

こ
と
と

指
示

し

て

い
る
。

た

と
え
ば

、

刑
法

六

四
条

に

挙

げ

ら
れ

た
根

拠

は
、

刑

の
軽
減

に
か
ん

し

て
、
よ

り
具
体

的

に
な

っ
て

い
る
が
、

裁

判
官

が

そ
う

し
た
根

拠

を
提

示
す

る
際

に
、
刑

罰
を

軽
減

す
る
権
限

i

義
務

で
は
な
い
ー

を
有
し
て
い
る
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

(
48
)

自

発
的

な
デ

モ
ン

ス
ト

レ
ー

シ

ョ
ン

に
か
ん

し

N
は
'
B
G
E

9
6
1
23
2
を
見

よ

。

M

A
L
IÌ
'V
E
R
N
I,
a
.
a
.
O
.
(A
n
m
°
2
6
)
,
S
.
15
5
ff
,
1
°。°。
は
、

近
時

の
連
邦

裁

判
所

判
例

の
中

で
達

成

さ
れ

た
成

果

を
歓

迎

し

て

い
る
が
、

今

日

で
は
、

題
材

の
複

合
性

(K
o
m
p
lex
it
馨

d
e
r
M
a
te
r
ie
)

S
観

点

か

ら
、
法

律

の
規
定

を

必
要

な
も

の
と

み

て
い

る
。
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、
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八

四

(
952

)

S
i
c
h
t
v
o
n

V
o
llz
u
g

a
n
d

R
e
c
h
t
s
s
e
t
z
u
n
g

‐

E
in
e
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g

a
n
h
a
n
d

a
u
s
g
e
w
芭

t
e
r
E
r
la
s
s
e
,
D
i
s
s
°
B
e
r
n

1
9
8
1

(
近

口

公

判

予

定

)
。

実

体

的

な

不

確

実

性

を

手

続

法

k

の

参

加

に

よ

っ
て

補

填

す

る

こ

と

に

か

ん

し

て

.
般

的

に

論

じ

た

も

の

と

し

て

、

H
A
t　ts

D
¢
a
s
,
D
i
e

F
o
r
d
e
r
u
n
g

d
e
r
o
p
t
i
m
a
le
n

B
e
s
t
i
m
m

t
h
e
it
b
e
l
a
s
t
e
n
d
e
r
R
e
c
h
t
s
n
o
r
m
e
n
,
Z
S
R

1
9
7
4
I
I,
S
.
2
4
4
f
f
;
P
E
T
E
R
H

a
e
E
R
L.E
,
G
r
u
n
d
r
e
c
h
t
e

im

L
e
is
t
u
n
g
s
s
t
a
a
t
,
V
V
D
S
t
R
L

3
4
,
B
e
r
lin
/

N

e
w

Y
o
r
k

1
9
7
2
,
S
.
4
3

f
f
;
J
O
R
G

P
A
U
L

M

U
L
L
$
R
,
S
o
z
ia
l
e
G
r
u
n
d
re

c
h
t
e
in

d
e
r

V
e
r
f
a
s
s
u
n
g
,
2
.
e
r
w
e
i
t
e
r
t
e
A
u
f
la
g
e
,
B
a
s
e
l
a
n
d

F
r
a
n
k
f
u
r
t
a
m

M

a
i
n

1
9
8
1
,
S
.
2
6
1
f
f
.

(
54

)

次

の

よ

う

な

判

例

を

見

よ

、

B
G
E

1
0
5
Ia

7
2
.

(
55

)

ボ

ン
基

本

法

は

、

'
.
条

一
項

に

お

い

て
、

人

格

の

発

展

等

へ

の
制

約

と

し

て

、

「
他

人

の

樒

利

」

を

掲

げ

て

い

る

こ

れ

に

つ

い

て

は

、

G
t'　
rr
　
R

D
r'rt
ia
,
in
:
M

A
t
rN
Z
/

D
v
x
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/

H
E
R
Z
O
G
,
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r
u
n
d
g
e
s
e
t
z
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m

m
e
n
t
e
r
,
N

1
3

ff
,
7
3
z
u

A

r
t
.
2

A
b
s
.
1
.
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'　

法
全
面
改

正
の
た
め
の
予
備
草
案

一
九
七
七
年

に
出
さ
れ
た

「専
門
家
委
員
会
草
案
」

の
こ
と

-

翻
訳
者
註

一五
条

.
、項
は
、

基
本
権

を

行
使

す

る
者
は

、
他

人

の
基
本
権

を

尊
重

し
な

け

れ
ば

な
ら

な

い

」

と
定

め
て

い
る

参

照
、

こ
れ

に

つ
い

て
は
、
後

出

一
.
一九

頁
以

下
も

(
56
)

す
な

わ

ち
、

ド

イ

ツ
に
お

い
て
は
、

連
邦

憲

法
裁

判
所

に
よ

る
利

益
衡

域

(O
O
8
冨
げ
類
凋

E
嗣

)

は
、

本

質
的

な
論

議

の
対
象

で
あ

っ
て
、

〔憲

法
判

断

の
〕

手

法

(竃

o爵

o
ユ
o
)

と

し

て

.
般

に
認

め

ら

れ

て

い
る

(ロ
5
げ
①9
葺

8
昌
)

も

の

で
は

な

a
。

17E
R
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R
D
S
C
FII,IN
K
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b
-

w
餌g
u
n
g
im

V
e
rfa
s
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n
g
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ec
h
t
,
B
e
r
lin

19
7
6
)

は
、

ほ

と
ん

ど

の
判
決

に
お

い
て

は
、
別

の
内

容

の
文

言

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
少

な
く

と

も
、

抽

象
的

な

利
益

衡
量

は

な
さ

れ

て
お

ら
ず

、

む

し
ろ

、
形

式

的
な

基
準

で
決
着

が

つ
け

ら
れ

N
い

K
a

(A
u
ss
ch
u
la
g

g
eb
en
)

こ
と
を
実

証

す

べ
く
試

み

て

い
る

こ
れ

ら

に

つ
い

て
は
次

の
も

の
も

参

照

せ

よ

ー

K
じ
a
y
s
V
O
C
E
L

(
G
e
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m
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a
k
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n
)

G
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n
d
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h
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-

s
t
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d
n
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n
d
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o
r
m

e
n
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o
n
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o
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,
K
o
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q
u
i
u
m

H
a
n
s
S
p
a
n
n
e
r
,
w
i
e
n
/
N
e
w

Y
o
r
k

1
9
7
9

(
と

り

わ

け

、

本

質

的

に

S
c
w
.
u
v
x

S

テ

ー

ゼ

を
受

け

継

い

で
い

る

P
EA

L
E
R
C
H
E
S

R
e
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a
t,
S
.
3
6
ff
.
他

に
挙

げ

る
な

ら
、

H
a
a
　
tL
a
,
S
.
64
f)
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そ
れ

に

ひ
き

か
え

'
H
n
x
A
I.0

S
c
t3rt理
n
E
R
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G
tlter
a
b
w
　
g
u
n
g
d
e
s
B
u
n
d
e
s
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r
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u
n
g
s
g
e
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t
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B
a
d
e
n
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a
d
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7
9
)

は
、

モ
デ

ル
を

設
定

す

る

一
方

で
、
抽

象
的

な
衡

量

を
稀

に
は
書

き

留
め

て

い
る
指
導

的

判
決

の
優

越

を
強

調

し

て
い
る

全

体

に

つ
い

て
は
、

H
Q
.M
U
'r
G
O
E
R
I.tC
H
,
W
e
rto
r
d
n
u
n
g

a
n
d
G
r
u
n
d
g
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,
B
a
d
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a
d
e
n
19
7
3
も
見

よ

ス
イ

ス
に
お

い
て
は
、

近

年
、

J
E
A
N
N
iC
O
LA
S
D
R
U
E
Y
が
、

問

題

に
対

す
る
態

度

を
鮮
明

に
し

て

い
る

す
な

わ
ち
、

彼
は
、

価
値
衡

最

の
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n
g
‐
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M
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:
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g
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z
u
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e
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S
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G
a
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g
a
b
e
z
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S
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w
e
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e
n

J
u
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n
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g
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8
1,
B
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n
a
n
d
S
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a
r
t
19
8
1
,
S
.
13
1
ff)
;
G
E
O
R
G

M
m
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Ex
,
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r
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n
a
b
-

w
　
g
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n
g
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V
e
r
w
a
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n
g
sre
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Z
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l
1
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2
,
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7
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)

前

出

一
一
五

頁

以
下

。
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)

こ

の
よ
う

な
観

点

か
ら

憲
法

違

反

と

思
わ

れ

る

も

の
と
し

て
、

個

別

の
事

案

に
お

い

て
基
本

権

適
合

的

な
?

利
実

現

(g
ru
n
d
re
ch
tsk
o
n
-

fo
r
m
e
R
ec
h
ts
v
er
w
irk
lic
h
一旨

σq
)

た

め

に
不

可
欠

な
活
動

領

域

を

も

は
や

残

し

て

い
な

い
よ

う
な
法

律

を
挙

げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

見

よ

、

前
出

一

一
六
ー

=

七

頁
。

(
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B
G
E
9
0
I
29
ff.

(60

)

参
照

、
例

え
ば

、
B
G
E

9
9
Ia
60
4
ff
お
i
6
び

1
03
Ia
4
1
7
ff.

(
61
)

こ
の
問
題

は
、

近

時

の
基
本

権

判
例

(G
r
u
n
d
r
ech
tss
p
re
ch
u
n
g
)

に
お

い
て
大

き

な
場
所

を
占

め

て
い

る
。
次

の
例

な

ど
を
見

よ

、

B
G
E

1
0
0
Ia
3
9
2
ff.
1
0
1
Ia
4
3
7
ff,
1
05
Ia
15
ff
,
1
0
5
Ia
9
1
ff
a
n
d
B
G
E

in
Z
B
l
1
98
0
,
S
.
4
2
ff.

(
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)

連
邦

憲
法

の
全

面

改
正

の
た

め

の
並
　

草
案

(V
o
r
en
tw
u
r
f)

(付

録

を

見
よ

)

は
、
利

益
衡

量
を

、
公

益

の
問

題

と

し

て
扱

っ
て
い
る

(
　
)

B
G
E

10
4
Ia
1
20
ff
,
と
り

わ

け

1
28
ff
.

(
　
)
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L
R
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H
Z
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R
L
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D
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G
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n
d
s
a
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r
V
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h
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m
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k
e
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en
R
e
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t
,
Z
S
R
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S
.
1
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参

照

し
て

い
る
。

(
65
)

連
邦

裁
判

所

は
、

時

々
、

.
つ
の
基
準

を

混
同

し

て
も

い
る
。

つ
ま

り
、

連

邦
哉
判

所

は
、

議
会

の
審

議

に

つ
い

て
、
秘

密

審
議

と
す

べ
き
優

越

的

な
公

益

を

ほ
と

ん

ど
論

証
し

え

な

い

の
に

そ
の
公

開

を
拒

否
す

る

こ

と

に
比

例
性

(
k
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欠
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e
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a
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s
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k
eit
C
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o
tw
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-

d
ig
k
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け
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1
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し
か

し
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他

の
判

例

で
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、

連
邦

裁
判

所

は
、

浜

辺
遊

歩

道

の
設

定

に

、

住
宅

所

有

者

の
利
益

に
譲
歩

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
よ

う
な

優
越

的

公
益

が

あ

る
か

否

か
を

、
比

例
原

則

の
観

点

で
審

理

し

N
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E
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5
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卜。
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体
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て
、

次
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も

の
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照

せ
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°
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A
S
T
R
O
N
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R
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,
D
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r
V
e
r
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s
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n
g
s
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r
u
n
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d
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c
h
w
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,
B
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r
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1
0
6
f
f
;
M

A
S
T
R
O
N
A
R
D
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則
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益
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性
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が
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r
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鶉
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r
d
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n
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r
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eit
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n
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s
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.
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N
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E
G
R
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h
w
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u
r
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9
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,
Z
S
R

1
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8
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,
S
.
5
4
6
f
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G
R
I
SE
t,
S
見

解
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よ

れ

ば
、
狭

義
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比

例
性

(
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れ

に
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い

て
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後
出
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)
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る
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o
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.
6
4
7
,
S
.
5
6
1°

(68
)

見

よ
、

B
G
E
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、
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b
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n
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防
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ゲ
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検
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か
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す
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p
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築
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す
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、
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e
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、
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い
る
も

の
と

に
区

分

し
な

け
れ

ば

な
ら

な

い

命

令

の
制

定
者

は
、
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験
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右
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